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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費 

  １項 農 業 費                                             経営支援課（内線：7269） 

    １目 農業総務費                                 （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）担い手確保・経
営強化支援事業 

0 60,000 60,000 60,000     

ト ー タ ル コ ス ト 0 60,789 60,789 （補正に係る主な業務内容） 

 補助金交付事務、国・市町村との調整 従事する職員数 0.0 人 0.1 人 0.1 人 

工程表の政策内容 多様な担い手の育成 

事業内容の説明 

 

１ 事業の目的・概要 

   次世代を担う意欲のある農業者の経営発展を促進するため、農業用機械・施設の導入に対して支援する。 

 

２ 主な事業内容 

（単位：千円） 

事業内容 実施主体 補助対象者 補助率 予算額 

農業用機械、農業用ハ

ウス等の施設を整備

する場合、金融機関か

らの融資残額に対し

て助成する。 

市町村 人・農地プランに位置付けられた
中心経営体（認定農業者、認定新
規就農者、集落営農組織）等 
 
［補助要件］ 
付加価値額の 10％以上の拡大を成
果目標とすること 

総事業費の 

1/2 以内 

 

（補助上限） 

個人15,000千円 

法人30,000千円 

60,000 

 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１）事業目標 

年間 1,090ha を新たに担い手に集積する。 

（２）取組状況・改善点 

国の「総合的なＴＰＰ等関連政策大綱」に即し、次世代を担う経営感覚に優れた担い手の育成のため

に、国の事業が令和４年度補正予算化された。 

県はこの事業を積極的に活用して、担い手の経営発展を支援し、次世代を担う経営感覚に優れた担い

手の育成・確保を進める。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費 

  ３項 農 地 費                                             経営支援課（内線：7269） 

    ３目 農地調整費                                 （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）農業構造改革支
援基金積立事業 

0 50,000 50,000 50,000 
 

 

 

 
  

ト ー タ ル コ ス ト 0 50,789 50,789 （補正に係る主な業務内容） 

 基金積立事務 従事する職員数 0.0 人 0.1 人 0.1 人 

工程表の政策内容 多様な担い手の育成 

事業内容の説明 

 

１ 事業の目的・概要 

   農地中間管理機構を通じた担い手への農地集積・集約化の促進を支援するために必要な経費を鳥取県農

業構造改革支援基金（平成25年設置）に積み立てる。 

 

２ 主な事業内容 

 【機構集積協力金交付事業】 

農地中間管理機構を活用し、出し手から地域の農地を幅広く集積し、これを集約化して受け手である担

い手等へ貸し付ける地域に対し、協力金を交付するための経費について基金に積み立てる。 

 

事業内容 実施主体 積立額（千円） 

地域の話し合いにより、まとまって農地中間管理機

構に農地を貸し付けた地域や農地の集約化に取り

組む地域への支援 

市町村 50,000 

 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１）事業目標 

年間 1,090ha を新たに担い手に集積する。 

（２）取組状況・改善点 

国の「持続可能な成長に向けた農林水産施策の推進」に即し、農地中間管理機構による農地の集積・

集約化等を加速するため、国の事業が令和４年度補正予算化された。 

県は、この事業を積極的に活用し、農地の集積・集約化の推進を図っていく。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料
６款　農林水産業費
　１項　農業費  生産振興課 （ 内線 ： ７６４９ ）
　　６目　農作物対策費　 （単位：千円）

財　　源　　内　　訳
事 業 名 補正前 補　正 計

国庫支出金 起債 その他 一般財源
備考

 肥料価格高騰
緊急対策事業

220,000 58,000 278,000 58,000

 トータルコスト 220,789 58,789 279,578（補正に係る主な業務内容）
 従事する職員数 0.1人 0.1人 0.2人事業制度の周知・説明、補助金事務
 工程表の政策内容 ―

事業内容の説明

 １　事業の目的、概要

　国の肥料価格高騰対策（本年から２年かけて化学肥料の２割低減の取組を行う農業者に対して肥料コスト上昇分
の７割を支援）に、本県独自の支援（肥料コスト上昇分の３割の１/３）を実施しているが、令和５年春肥価格の
値上げに伴う助成金等の増額補正を行う。

 ２　主な事業内容

　　　　　　　　 　　　　　　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　（単位：千円）

区分 事業内容 事業実施主体 補正額

肥料費助成金

　肥料費（令和４年秋肥及び令和５年春肥）の対前年
増加見込額のうち、国の支援相当額（※１）を差し引
いた農業者負担分の１/３を助成する。
　また、参加農業者への事務手続きに必要な経費とし
て、取組実施者（地域農業再生協議会）に対して事業
実施主体から推進事務費を交付する。

鳥取県農業再生協議会 58,000 

合計 58,000 

（※１）国は、２年間で化学肥料使用量の２割低減に資する取組（※２）を２つ以上行う取組実施者（５戸
　　　　以上の農業者グループ）に対し、肥料費の対前年増加見込額の７割を支援する。
（※２）土壌診断による施肥設計、堆肥の散布、局所施肥の利用　等

 ３　事業目標・取組状況・改善点

　　 
（１）事業目標
　　　化学肥料使用量の２割低減に向けて取り組む農業者の肥料費上昇分の一部支援を行うことで、農業経
　　営への影響を緩和するとともに、化学肥料使用量の低減の推進を図る。

（２）取組状況・改善点
　　　10月中旬に農林水産省担当課、市町村、JA等を参集した事業説明会を開催し、事業の進め方等につい
　　て情報共有を行った。11月14日現在、秋肥申請について事務手続きを進めている。
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 
６款 農林水産業費 

１項 農 業 費                           生産振興課（内線：7272） 
６目 農作物対策費                               （単位：千円） 

事 業 名 補正前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）鳥取型低コストハウ
スによる施設園芸等推進
事業 

      
 0 

 
230,750 

 
230,750 

 
 

 
(雑入) 

138,450 
 

92,300 
 

トータルコスト 0 231,539 231,539 （補正に係る主な業務内容） 
関係団体との連絡調整、補助金交付事務 

従事する職員数   0.0 人   0.1 人  0.1 人 

工程表の政策内容  － 

【財源内訳「その他」の内訳】雑入：公益財団法人日本特産農産物協会からの助成金 138,450 
事業内容の説明                 
１ 事業の目的・概要 

収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、県と関係機関が開発した鳥取型低コストハウスの導入を推
進し、高収益な施設園芸品目の生産拡大を図る。   

 
２ 主な事業内容 
       （単位：千円） 

事業内容 実施主体 事業費 補正額 補助率 

スイカなどの産地強化を図る

ために、鳥取型低コストハウ

スの整備に要する経費の一部

を助成 

農業者 

生産法人 

生産組織 

ＪＡ等 

 

415,350 

 

230,750 

 国 1/3 程度（資材費の 1/2） 

 県 2/9 程度 

 市町村 1/9 程度 

 ※補助率が 2/3 となるよう県と市 

  町村が 2:1 の負担割合で嵩上げ 

３ 事業目標・取組状況・改善点 
（１）事業目標 
  「鳥取県農業生産１千億円達成プラン」に基づき、低コストハウスの導入を推進する。 
（２）取組状況・改善点 

・県は「鳥取県農業生産１千億円達成プラン」に基づき、収益性の高い施設園芸等を推進している。 
・鳥取型低コストハウスの整備が加速的に進んでおり、施設園芸の強みを活かした産地強化が図られて

いる。 
【低コストハウスの導入実績及び計画】 

年度 導入面積（棟数） 主な作物 実施市町村 

H27 年度～R 元年度 
30.5ha

（1,099） 

スイカ・葉物野菜、トマト、
アスパラガス、育苗（ネギ、
ブロッコリー）、花壇苗、イ
チゴ・小玉スイカ 

鳥取、岩美、八頭、
智頭、倉吉、湯梨
浜、三朝、北栄、琴
浦、大山、米子、境
港、伯耆、日南 

R２年度［R元年度明許繰
越］ 

3.8ha（107） 

スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

ブドウ 鳥取 

育苗（ブロッコリー）等 大山 他 

R３年度［R２年度明許繰
越］ 

4.3ha（165） 

スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

トマト 日南 

アスパラガス等 鳥取、岩美 他 

R４年度［R３年度明許繰
越］（今年度の実績） 

5.0ha（174） 
（見込） 

アスパラガス 鳥取 

スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

育苗（ブロッコリー） 琴浦、大山 

R４年度 
3.6ha（117） 
（計画） 

スイカ 倉吉、北栄、琴浦 

合     計 47.1ha（1,662）     

 ※導入面積の合計は端数処理のため各項目の和と一致しない。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 
６款 農林水産業費 

１項 農 業 費                           生産振興課（内線：7272） 
６目 農作物対策費                               （単位：千円） 

事 業 名 補正前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）産地生産基盤パワ
ーアップ事業 

     
 0 

 
465,800 

 
465,800 

 
446,800 

 
(雑入) 
19,000 

 
 
 

トータルコスト 0 466,589 466,589 （補正に係る主な業務） 
関係団体との連絡調整、補助金交付事務 

従事する職員数   0.0 人   0.1 人  0.1 人 

工程表の政策内容  － 

【財源内訳「その他」の内訳】雑入：公益財団法人日本特産農産物協会からの助成金 19,000 
事業内容の説明               
１ 事業の目的・概要 

収益力強化に計画的に取り組む産地に対し、農業団体等が行う施設整備、農業機械及び生産資材の導
入等を推進する。 

 
２ 主な事業内容 

（単位：千円） 

事業内容 実施主体 事業費 補正額 補助率 

＜整備事業＞ 
野菜等の施設整備等を支援 

＜内容＞ 
 スイカ選果施設の機能向上 
 水稲色彩選別機の導入 
 麦・大豆産地の生産性効率化の機械導入 

農業者、農業
者の組織する
団体等 

893,600 446,800 

国 1/2 
＜生産支援事業＞ 
野菜、果樹等の農業機械等のリース導入、生

産資材導入を支援 
＜内容＞ 
 資材、機械リース等 

38,000 19,000 

合 計 931,600 465,800  

 
３ 事業目標・取組状況・改善点 
（１）事業目標 

共同利用施設及び産地の生産環境を整備しながら、早急に県内の主要産地の活力増進を図る。 
（２）取組状況・改善点 

・農業の国際競争力を強化するために、平成 27 年度国補正予算で産地パワーアップ事業が創設された。 
・県はこれまで当該事業を積極的に活用し、共同利用施設及び産地の生産環境を整備しながら、早急に

県内の主要産地の活力増進を図っている。 
 

【産地パワーアップ事業（国）を活用した県内の主な取組事例】 

年度 市町村
（JA） 

作物 事業内容 補助金額 
（百万円） 

備考 

R 元 湯梨浜町 
（ＪＡ中央） 

梨 集出荷貯蔵施設 85 R2.3 月完成 

R３ 
 

北栄町 
（ＪＡ中央） 

長芋 集出荷貯蔵施設 128 R4.3 月完成 

R４ 
（見込） 

北栄町 
琴浦町 
（ＪＡ中央） 

スイカ 
ブロッコリー 

集出荷貯蔵施設 
製氷設備 

588 
55 

R5.3 月完成予定 
R5.3 月完成予定 

H27 
～ 
R４ 

鳥取市、北
栄町、倉吉
市、大山町
他（各ＪＡ） 

葉物野菜、スイ

カ、イチゴ、ア

スパラガス、ト

マト、花壇苗等 

鳥取型低コスト
ハウス整備 

 
（～R3 年度末実績）

1,187 
（R4 年度見込） 

257 

1,545 棟、43.6ha 
(R４年度末見込) 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料
６款　農林水産業費
　１項　農業費  生産振興課 （ 内線 ： ７２８２ ）
　　６目　農作物対策費　 （単位：千円）

財　　源　　内　　訳
事 業 名 補正前 補　正 計

国庫支出金 起債 その他 一般財源
備考

 （新）ハウス
強靭化による
施設園芸加速
化対策事業

0 2,000 2,000  2,000

 トータルコスト 0 2,789 2,789（補正に係る主な業務内容）
 従事する職員数 0.0人 0.1人 0.1人関係団体との連絡調整、補助金交付事務
 工程表の政策内容 　―

事業内容の説明

 １　事業の目的、概要

　近年、頻発する大雪、台風等の気象災害による農業用ハウスの被害の拡大を踏まえ、複数農業者による
事業継続計画（ＢＣＰ）に沿って行う農業用ハウスの補強や防風ネット設置等の気象災害防止対策を支援
する。

 ２　主な事業内容

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区分 実施主体 補助率 補正額

ＪＡ、地域農業再生協
議会、農業者等
市町村

150
（１）事業継続計画（ＢＣＰ）の検討・策定に向
けた取組
・マニュアルの作成
・補強や保守管理のための技術指導や講習会の開
催等 県

国　定額

350

（２）既存ハウスへの被害防止対策
・野菜・花き、果樹用のパイプハウスの補強に対
する支援

市町村、農業者団体、
地域農業再生協議会、
農業者等

国1/2 1,500

合計 2,000
※（１）の実施にあたって、市町村単位で実施する場合は市町村を通じた間接補助

 ３　事業目標・取組状況・改善点

　　 
（１）事業目標
　　　「鳥取県農業生産１千億円達成プラン」に基づき、農業被害の未然防止に向けた農業技術対策や農業用
　　施設の点検・補強等を推進する。　

（２）取組状況・改善点
　  ・県は「農業用パイプハウス強化マニュアル」を作成・配付するとともに、鳥取県農業気象協議会と共催
　　　で、パイプハウスの気象災害対策やハウス補強等に係る県全体の研修会を開催している。
　　・県は市町村等と連携を図りながら、これまで110箇所（3.4ha）のハウス補強を支援している。
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令和４年度一般会計補正予算説明資料
６款　農林水産業費
　２項　畜産業費  畜産課 （ 内線 ： ７８３１ ）
　　２目　畜産振興費　 （単位：千円）

財　　源　　内　　訳
事 業 名 補正前 補　正 計

国庫支出金 起債 その他 一般財源
備考

 （新）畜産ク
ラスター施設
整備事業（国
補正）

0 470,000 470,000  470,000

 トータルコスト 0 470,789 470,789（補正に係る主な業務内容）
 従事する職員数 0.0人 0.1人 0.1人 補助金交付事務、関係機関との連絡調整
 工程表の政策内容 付加価値の高い県産品ブランドの増産体制の構築

事業内容の説明

 １　事業の目的、概要

　県内の畜産生産基盤の強化を図るため、国庫補助事業（畜産クラスター事業（畜産・酪農収益力強化総合対策基

金等事業））を活用して施設整備を行う法人等を支援する。

 ２　主な事業内容

　畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業（畜産環境対策総合支援事業）

　畜産クラスター計画に位置付けられた地域の中心的な経営体が行う畜産環境対策の施設・機械整備を支援する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事業内容 実施主体 事業費 予算額 補助率
畜産環境対策を実施するための施設の整備又は
補改修

ＪＡ 940,000 470,000 国1/2

 ３　事業目標・取組状況・改善点

　　 
（１）事業目標

　　　鳥取県農業生産1千億円達成プラン及び鳥取和牛振興計画に掲げる繁殖雌牛7,000頭、肥育牛出荷頭数1,000頭と

　　いった目標達成により、鳥取和牛の振興を図る。

（２）取組状況・改善点

　　　国は平成27年度補正で畜産クラスター事業を始め、施設整備については国事業で取り組むことになった。

　これまで19地区が畜産クラスター事業を活用し、うち18地区が竣工、１地区が事業実施中である。

 （令和４年11月10日現在）

　事業実施により酪農・肉用牛とも増頭が進み、生産性向上が図られている。
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費 

 ４項 林 業 費                                                  県産材・林産振興課（内線：7254）  

  ２目 林業振興費                                                                 （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）木材産業国際競

争力強化対策事業 
0 960,402 960,402 947,150   13,252  

ト ー タ ル コ ス ト 0 961,979 961,979 （補正に係る主な業務内容） 

 補助金事務、進捗管理等 従 事 す る 職 員 数 0.0人 0.2人 0.2人 

工程表の政策内容 － 

事業内容の説明 
 
１ 事業の目的・概要 

  国が実施する木材産業国際競争力強化対策事業を活用し、本県における木材加工流通施設等の生産力及び競争力

強化に向け、木材加工流通施設等整備の事業を実施し、県産材の供給力強化及び県産材への転換等を進める。 

   

２ 主な事業内容                                    （単位：千円） 

事業内容 実施主体 事業量 補助率等 予算額 

木材加工流通

施設等整備 

木材加工業

者等 

ベニヤセッタ

ー装置１式、

アコーディオ

ンホットプレ

スシステム 

他１式 

製品供給力強化を図る木材加工流通施設等整備 

国 1/2以内 

828,400 

高性能林業機

械等の整備 

森林組合等 ウインチ付き

グラップル１

台、プロセッ

サ１台、フォ

ワ－ダ１台 

国 1/2以内 28,600 

路網整備 森林組合等 林業専用道作

設：2,024ｍ 

林業専用道作設：定額（国＋県嵩上げ） 

平均地山傾斜 国費平均 県費上限 

15度未満 23千円/ｍ － 

15度以上25度未満 25千円/ｍ 3千円/ｍ 

25度以上 27千円/ｍ 7千円/ｍ 

既設道の補強：定額 

附帯事務：国1/2以内 

67,402 

    

  

航空レーザ 

計測 

県 倉吉市他 

10,000ha 

定額 3,600円/ha 36,000 

合  計 960,402 

 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１）事業目標 

県内森林資源を有効に活用するため製品供給力強化を図る取組に対し支援し、県産材の供給力強化や県産材へ

の転換等を図る。 

（２）取組状況・改善点 

○平成27年度から国のＴＰＰ等関連経済対策事業を活用し、合板・製材・集成材製造施設の生産力強化及びこれ 

らの施設へ原木を低コストで安定的に供給するために間伐材生産、路網整備等の支援を行ってきた。 

◯今後は円安に対応した経済構造への転換を図る必要があるため、これまで国内供給にとどまっていた林産物の

輸出拡大などを後押ししていく。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費 

４項 林 業 費                                             県産材・林産振興課（内線：7264） 

２目 林業振興費                                                          （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）特用林産生産

資材価格高騰支援事

業 

0 12,000 12,000 12,000     

ト ー タ ル コ ス ト 0 12,789 12,789 （補正に係る主な業務内容） 
補助金事務、進捗管理等 従 事 す る 職 員 数 0.0 人 0.1 人 0.1 人 

工程表の政策内容 ― 

事業内容の説明 

 

１ 事業の目的・概要 

生産コスト低減等に取り組むきのこ生産者に対し、⾼騰する原木、小麦ふすま、おが粉及び種菌など

の次期生産に必要な生産資材の導入費の㇐部を支援し、経営の体質強化を図る。 

 

２ 主な事業内容                                

                                      （単位：千円）  

事業内容 実施主体 補助対象経費 補助率等 予算額 

特用林産生

産資材価格

高騰支援 

きのこ生

産者、農業

協同組合

等 

令和４年度中

の資材購入費 

定額（資材価格上昇分の 1/2※に相当する額） 

※燃料費の価格高騰の影響が大きい生産者

は 7/10 

12,000 

 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１）事業目標 

生産体制の維持・確保を図りつつ、燃油や資材価格の影響を受けにくい経営構造に向けた体質強化

を図る。 

（２）取組状況・改善点 

○「きのこ王国とっとり」の実現に向け、きのこ業界関係者と連携しながら、きのこの生産支援及び

人材育成、販路拡大などの取組を進めている。 

○他方で、ウクライナ情勢や円安による物価高騰により、きのこ生産者の経営環境は厳しくなってお

り、資材の国産化や省エネ、低コスト化を進め、外部環境の変化に強い経営体質に転換していく必

要がある。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費  

  ４項 林 業 費                                                  県産材・林産振興課（内線：7297） 

   ６目 林 道 費                                                              （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）（公共事業） 

林道事業（国補正） 

 

0 

 

30,000 

 

30,000 

 

15,000 

＜6,000＞ 

12,000 

（負担金） 

2,250 

 

750 

県費負担

6,750 

トータルコスト 0 30,789 30,789 （補正に係る主な業務内容） 
国との調整、補助金申請事務、県営事業の執行・監督など 従事する職員数 0.0 人 0.1 人 0.1 人 

工程表の政策内容 路網整備や高性能林業機械の導入による林業生産の基盤づくり 

事業内容の説明                      【財源内訳「その他」の内訳】負担金 2,250 

 

１ 事業の目的・概要 
森林整備を効率的に行う上で不可欠な林内路網の幹線である林道を整備する。 

 

２ 主な事業内容                                

       
（単位：千円） 

事業名 補正前 補正 計 補正理由 

補
助

 

県
営

 

森林環境保全整備林道事業 0 30,000 30,000 

国の補正予算を活用して、

森林路網を充実させて森林整

備の加速化を図ることにより

国土の強靭化を積極的に進め

ていく。 

補正に係るもの 計 0 30,000 30,000   

（着工地区概要：別紙のとおり） 

 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１）事業目標 

森林整備や木材搬出の促進、災害時等の代替路機能など、林道が持つ効用を早期に発現させる。 

 

（２）取組状況・改善点 

優先順位を定めて計画的に整備を行い、森林整備や木材搬出に必要な路網の早期構築に努めている。 

 

 

（注）起債欄の上段＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 

   備考欄の県費負担は起債欄の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費 

  ４項 林 業 費                                               森林づくり推進課（内線：7305） 

   ５目 造 林 費                                                            （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）（公共事業） 

造林事業（国補正） 

 

0 

 

853,823 

 

853,823 600,000 

＜126,500＞

253,000 

 

 823 

県費負担 

127,323 

トータルコスト 0 854,107 854,107 （補正に係る主な業務内容） 
補助金交付事務、国との調整等 従事する職員数 0.0 人 0.1 人 0.1 人 

工程表の政策内容 森林整備の推進（間伐面積：4,200ha/年、再造林面積：320ha/年） 

事業内容の説明 

 

１ 事業の目的・概要 
森林の有する多面的機能に応じた整備を進めるため、一定の要件を満たす森林整備（間伐、森林作業

道整備等）に対し支援を行う。 

 

２ 主な事業内容                                

（単位：千円） 

区分 補正前 補正 計 補正理由 

森林環境保全整備

事業 

森林環境保全直接

支援事業 
0 853,823 853,823 

令和４年度国補正に伴う増

額補正。 

補正に係るもの 計 0 853,823 853,823 

  

 
（着工地区の概要：別紙のとおり） 
 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１） 事業目標 

   〇森林整備を推進し、森林の有する様々な機能を維持増進する。 

（２） 取組状況・改善点 

   〇間伐の推進、森林作業道整備等の事業を実施していく。 

（注）起債欄の上段＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 

    備考欄の県費負担は起債欄の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。 
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令和４年度一般会計補正予算説明資料 

６款 農林水産業費 

４項 林 業 費                                               森林づくり推進課（内線：7335） 

７目 治 山 費                                                         （単位：千円） 

事 業 名 補 正 前 補 正 計 
財  源  内  訳 

備 考 
国庫支出金 起債 その他 一般財源 

（新）（公共事業） 

治山事業（国補正） 

 

0 

 

9,000 

 

9,000 

 

4,500 

＜2,000＞ 

4,000 
 

  500 

県費負担 

 2,500 

ト ー タ ル コ ス ト 0 18,463 18,463 （補正に係る主な業務内容） 
国、市町村及び森林所有者等との調整・交渉、事
業計画策定、森林荒廃地調査、測量設計、業務の
執行・監督、設計の変更等 従 事 す る 職 員 数 0.0 人 1.2 人 1.2 人 

工程表の政策内容 保安林の管理、林地開発許可及び指導監督 

事業内容の説明 

 

１ 事業の目的・概要 

森林の公益的機能が低下した保安林において早期に機能を回復させるため、植栽等による森林整備

を行う。 

 

２ 主な事業内容 

                                       （単位：千円） 

区分 補正前 補正 計 補正理由 

補助 保安林改良事業   0 9,000 9,000 Ｒ４年度国補正に伴う増額補正 

補正に係るもの 計     0 9,000   9,000  

（着工地区の概要：別紙のとおり） 

 

３ 事業目標・取組状況・改善点 

（１）事業目標 

○保安林の持つ公益的機能の早期回復 

（２）取組状況・改善点 

○多くの人家や農地、公共施設等、広範囲の保全対象を守るため、気象災害等により水土保全機

能等が低下した保安林に対して、植栽や本数調整伐を実施することで保安林の公益的機能を復

旧・維持していく。 

 

（注）起債欄の上段＜ ＞書きは交付税措置を除いた額である。 

   備考欄の県費負担は起債欄の＜ ＞書きの金額と一般財源の金額を加算したものである。 
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